
中期取組
目標

振り返り

年度末は新型コロナウイルスに関わる臨時休業などで大きく教育活動の変更、中止が余儀なくされたが、
年度はじめに策定した中期学校経営方針については概ね達成することができたと考えている。特に今年
度に学校運営協議会の設置を行うことと新しい学校教育目標の策定をすることができたことは、新しい学
習指導要領の全面実施を控え、これからの本校の教育活動を支える環境が整ったのではないかと考えて
いる。まだ、子どもの挨拶の定着、いじめの未然防止、人材育成などについては課題もあり、教職員でしっ
かりと振り返り、次年度の改善につなげていくこととする。

中期取組
目標

振り返り

今年度は、昨年度末からの新型コロナウイルス感染拡大防止に関わる事由によって、宿泊体験学習をは
じめ、多くの教育活動が制限を受けた一年であった。その中でも本校独自の取組として、運動会、６年生
修学旅行、５年生吉川日帰り学習、PTAふれあい祭りなど、ある程度の学習或いは交流機会を実現する
ことができたことに対しては、保護者及び地域からも、一定程度の評価は得ることができたものと捉えてい
る。次年度においては、本校の本来的な教育活動が実施できることを想定しつつ、また、今年度のコロナ
禍で得た教訓も念頭に置きながら、それらも学校経営に生かしていきたいと考えている。

中期取組
目標

振り返り

昨年度に続き、今年度も新型コロナウイルス感染防止を意識しながらの一年となった。学校行事の中止
や縮小、分散登校による年間総授業時数のマイナス等の中にありながらも、未履修が生じないよう留意し
ながら、いじめの未然防止や児童指導、保護者とのコミュニケーションの確保等に努め、信頼される学校
づくりに全職員一丸となって取り組んできた。また、GIGAスクール構想初年度にあたり、ICTを活用した授
業の実施や児童との課題のやり取り等、次年度につながる授業のあり方をも模索する一年となった。次年
度も引き続き、更なる働き方改革を推進しながら、持続可能な学校づくりに向け、歩みを進めていきたい。

学校関係者
評価

学校運営協議会の委員からは、学校が落ち着いていてアットホームなところがよい、先生たちの指導が丁
寧で、子どもたちもよい、子どもたちも保護者や周囲から愛されていていて落ち着いている、子どもたちは
受け身の教育ではなく、自分から発信できるようになっているところがよいなどのご意見をいただいた。放
課後の子どもたちの様子を公園などで見かけるが、男女、違う学年同士で遊ぶなど微笑ましい姿が見ら
れてよいといったご意見、そして、行政には先生たちが子どもたちと向き合える時間をとれるような改善を
期待したいといったご意見もいただいた。

学校関係者
評価

学校評価アンケートで、どの項目も「満足している」が９５％以上など、保護者・地域からは概ねよい評価を
いただけた。コロナ禍だが、地域ケアプラザのイベントに４年生が作品を出品するなどできることもあって
よかったなど、前向きなご意見もいただけた。一方、コロナ禍で、地域の方が学校に出向く機会も減り、放
課後も公園で遊ぶ児童が少なくなったり、地域のイベントも中止になったりして、地域と児童が関わる機会
が減ってしまったので、児童の様子がわからないというご意見もいただいた。ホームページ等も活用し、学
校での取組や児童の様子をもっと発信していきたい。

学校関係者
評価

学校評価アンケートでは、どの項目も高い評価を頂いた。約2年に及ぶコロナ禍の中、児童にとってどのよ
うにしたら充実した行事や教育活動が実施できるか議論を重ねながら、教職員一丸となって取り組んだ結
果だと考える。また、毎月学校便りやホームページ等で児童の様子を積極的に発信し、授業参観などで日
頃の児童の様子を見て頂く機会を設け、地域と共にある学校経営に努めたことも、このような評価に繋
がったと考える。学校運営協議会の委員の皆様からは、小規模校なので教職員全体で児童をしっかりと
見ている様子が伺えるなどのご意見を頂いた。

ブロック内
評価後の
気付き

六角橋中学校ブロックでは、昨年度より続けて、教育課程全体を通じて教科等横断的に育成を目指す「資
質・能力」を『自分づくりに関する力』を共通とし、６月（小学校）と１月（中学校）に小中合同授業研究会を
行った。研究会では、授業を通して、各教科ごとに、小中の９年間で六角橋中学校ブロックとして重点的に
育てたい資質能力について確認・共通理解することができた。今年度、本校が幹事校として研究内容等の
計画を行ったので、今後、次年度の幹事校にしっかりと引き継ぎを行い、より充実した小中交流・連携を行
えるようにしたい。

ブロック内
評価後の
気付き

今年度はコロナ禍のため、6年生の中学校見学、中学2年生の職業体験、小中合同授業研究会など、核と
なる取組ができなかった。その中でできることを模索し、「リモートでの横浜こども会議」「中学校生徒会に
よる中学校紹介のＤＶＤ作成」「中学校ブロック専任会での中学校に向けてのリーフレットの作成」「六角橋
中学校生徒指導専任の小学校訪問」「中学校ブロック教務主任会の開催」など、たくさんの取組を工夫し
て行うことができた。次年度は、今年の経験も生かしつつ、今年度できなかったブロックテーマ『自分づくり
に関する力』の育成に取り組んでいく。

ブロック内
評価後の
気付き

昨年度に引き続きコロナ禍のため、中学校見学、中学生の職業体験、小中合同授業研究会などの実施を
見送ることになった。しかし、「リモートでの横浜こども会議」「中学校生徒会による中学校紹介のＤＶＤ作
成」「六角橋中学校生徒指導専任の小学校訪問」「中学校ブロック教務主任会の開催」などは実施するこ
とができ、一部ではあるが小中連携を着実に進めることができた。また限定的ではあったが、ブロックの重
点的取組みテーマの１つである「自分作り教育」に関しては、一定の成果を上げることができたと考える。

①メンター研修を通して、それぞれの立場や経
験年数でアドバイスをしたり、授業改善に取り
組んだりした。校内外の研修や研究会に参加
し、それぞれの力量を高めていくことができた。
②児童に関することは、常に連絡を密にし、情
報を共有し、改善策を考えた。③それぞれが仕
事の優先順位をつけ、計画的に働けるよう意
識した。

A

人材育成・
組織運営
（働き方改

革）

①キャリアステージや経験年数により、適材適所
の教職員配置をするとともに、校内外の研修や研
究会に積極的に参加し、各々の力量を高めてい
く。②子どものことを最優先に考え、風通しのよい
教職員組織をつくり、チームとして機能する組織に
する。②ワークライフバランスをとり、めりはりのあ
る働き方を目指す。

①それぞれの立場や経験年数でアドバイスを
したり、授業改善に取り組んだりした。校内外
の研修で学んだことを共有しそれぞれの力量を
高めていくことができた。②児童に関することは
常に連絡を密にし、情報を共有し、改善策を考
えた。③それぞれが仕事の優先順位をつけ、
計画的に働けるよう意識した。

A

人材育成・
組織運営
（働き方改

革）

①初任者研修、メンター研修を定期的に行う。ま
た、ブロック研での授業アドバイスや悩み相談を大
切にする。その他校内研修ではプログラミング教
育に関わる研修、不祥事防止研修、体罰防止研
修、人権研修などを計画的に行う。②職員室業務
アシスタントの配置もあり、教職員の業務の改善、
そして行事・教育活動の精選、取組内容の見直し
を行う。

①初任者研コーディネーターを中心に初任者
の育成に関わることで、自身の実践を振り返る
機会にもなった。定期的なメンター研修やブロッ
ク研修のほかに日常的にアドバイスや計画的
な不祥事防止研修などにより、よりよい教育活
動ができるように努めた。②教職員の業務改善
を意識しながら、教育活動の精選、見直しを
行った。

B

人材育成・
組織運営
（働き方改

革）

①キャリアステージや経験年数により、適材適所
の教職員配置をするとともに、校内外の研修や研
究会に積極的に参加し、各々の力量を高めていく
ようにする。②子どものことを最優先に考え、風通
しのよい教職員組織をつくり、チームとして機能す
る組織にしていく。②ワークライフバランスをとり、
めりはりのある働き方ができるような意識をもつよ
うにする。

①職員会議の児童指導の時間を活用し、情報
共有をして、全職員で見守ることができた。②
毎月1回以上のいじめ防止対策員会を行い、職
員に加え、ＳＣ、ＳＳＷにもアドバイスをもらいな
がら、いじめ撲滅に取り組んだ。児童会や子ど
も会議の取組も有機的に活用できた。

A いじめへの
対応

①いじめは重大な人権侵害という認識を共有し、
いじめの未然防止、早期発見、早期解決を行う。
②いじめ防止委員会を毎月確実に開催するととも
に、児童会の取組や子ども会議との関連を図った
有機的な取組を行う。③ＳＣ、ＳＳＷを中心として、
外部機関とも連携を図る。

①年４回のいじめアンケートやＹＰアセスメント
を活用したり、職員間で情報を共有し早期のい
じめ認知や防止、対応ができた。②毎月確実に
いじめ認知会議を行い、必要に応じ臨時会議も
実施し組織的に対応した。③毎回訪問時に専
任と情報共有し、必要に応じてＳＣ、ＳＳＷも会
議に参加し情報共有した。

Aいじめへの
対応

①いじめは重大な人権侵害という認識を共有し、
いじめの未然防止、早期発見、早期解決を行う。
②いじめ防止委員会を毎月確実に開催するととも
に、児童会の取組や子ども会議との関連を図った
有機的な取組を行う。

①全教職員が子どもに関わり、情報交換し、い
じめの早期発見、早期対応に努めた。②毎月
のいじめ防止対策委員会で情報共有ができ
た。いじめは絶対に許さないという教師の姿勢
を児童に伝え、全教育活動を通して、指導をし
てきた。児童会で年間を通して全校であいさつ
の取組を行った。

B いじめへの
対応

①いじめは重大な人権侵害という認識を共有し、
いじめの未然防止、早期発見、早期解決を行う。
②いじめ防止委員会を毎月確実に開催するととも
に、児童会の取組や子ども会議との関連を図った
有機的な取組を行う。

①コロナ禍で厳しい状況ではあったが、感染症
対策に留意し、年3回学校運営協議会を行うこ
とができた。コロナ禍での教育活動の取組や地
域での様子などを意見交換できた。②今年度、
外部講師やボランティアをお願いすることはで
きなかったが、次年度へ向けてやれることを確
認できた。

A
地域連携
学校運営
協議会

①令和２年度にコロナ禍で実施できなかった協議
会委員による授業参観や交流給食なども実施し、
学校と地域との連携の充実を図る。②コロナ禍の
影響が続くことも鑑み、連携可能な活動内容を模
索し、精選し、感染症防止対策を行いながら、でき
る限りの活動を行っていく。

①年3回の通常の学校運営協議会と10月には
学校統合に関する臨時学校運営協議会を実施
し、委員の皆様とは様々な意見交流をすること
ができた。②本年度は大学連携は難しかった
が、地域の方々や学校地域コーディネーターに
は様々な教育活動にご協力頂き、教育活動を
進めた。

A
地域連携
学校運営
協議会

①学校運営協議会を発足させ、地域と連携した学
校運営を図る。②神奈川大学や地域ケアプラザな
ど地域の各機関と連携し、授業にも可能な範囲で
参加していただく機会をもつようにする。また、地
域の｢人｣とつながる単元づくりや学校環境整備も
積極的にを行う。

①学校運営協議会を発足させ、６月、１２月、２
月の３回にわたり、開催することができた。その
結果、学校の教育活動を理解していただき、意
見書も市教委へ届けることができた。②各学年
で地域や関係機関の協力を頂きながら協力授
業や出前授業を行うことができ、深い学びにつ
ながった。

A
地域連携
学校運営
協議会

①２年目の学校運営協議会を充実させ、地域と連
携した学校運営を図る。②神奈川大学や地域ケア
プラザなど地域の各機関と連携し、授業にも可能
な範囲で参加していただく機会をもつようにする。
また、地域の｢人｣とつながる単元づくりや学校環
境整備も積極的に行う。

①英語教育では、児童が主体的に学習に取組
む授業を推進し、コミュニケーションを図る資
質・能力の育成が図れた。英語村では他者と
の関わりを大切にしながら、協働・共生の意識
を育めた。②一校一国運動では、3年間の取組
を活かし、児童が異文化理解を深め、国際的な
視野を広げることができた。

A 国際教育

①英語教育では、コミュニケーションを図る資質・
能力を育成するために学習と指導の充実を図る。
さらに英語を通して、自己決定力・自己表現力の
向上を目指す。②英語村では、AET・教師、異学年
との交流を通し、多様性を尊重し、協働・共生の意
識を育んでいく。

①英語教育では、新学習指導要領実施2年目
ということで、５領域におけるバランスを考慮し
ながら指導を進めることで、確実に児童の資
質・能力の育成をはかることができた。②コロ
ナ禍の影響で、英語村の実施は出来なかった
が、国際理解教室を通して、豊かな国際感覚
の育成と異文化理解を進めることができた。

A国際教育

①国際教室では児童の実態を把握し、教科の補
習や日本語指導を行っていく。②国際理解教室や
一校一国運動では、インドネシアやエジプト・アラ
ブ共和国についての理解を進めていく。特にエジ
プト・アラブ共和国との交流は２年目であるので、
昨年度の取組をさらに発展させていくようにする。

①国際教室では教科の補修や日本語指導を
個々に応じて行うことができた。②国際理解教
室や一校一国運動では限りある時間で、児童
に異文化理解教育を進めることができた。ただ
一校一国運動では、年間を通し継続的に実施
していくことを来年度の課題としたい。

A 国際教育

①英語教育では、コミュニケーションを図る資質・
能力を育成するために学習と指導の充実を図る。
さらに、英語村などの活動を通して多様性を尊重
し、協働・共生の意識を育んでいく。②一校一国運
動では、エジプト・アラブ共和国との交流が３年目
になるので、これまでの取組をより充実させてい
く。

①安全点検や環境点検の定期点検の実施、学
校全体でのあいさつ運動を通して、信頼される
対応、環境整備をすることができた。②コロナ
禍の中、「さいとうぶんの日」は実施を見送った
が、ホームページで学校の日常の様子を配信
するなど、情報発信に積極的に取り組んだ。

B 信頼される
学校づくり

①安全な教育環境・環境整備に努め、児童はもち
ろん、保護者、地域からも来校して気持ちよく、安
心できる学校にしていく。また、教職員の気持ちの
よい挨拶や対応が保護者・地域にできるように努
める。②授業参観や懇談会、H・Pの情報発信を行
い、学校の状況を理解していただくような取組を推
進する。

①毎月の安全点検や環境点検の実施、学校全
体でのあいさつ運動を通して、学校施設や環境
設備を整えることができた。②コロナ禍のため
様々な教育活動の制限されたが、毎月の学校
便りやホームページ、そして授業参観や学級通
信などで、児童の日常の様子を積極的に伝え
ることができた。

A信頼される
学校づくり

①環境整備に努め、児童はもちろん、来校する保
護者、地域からも来校して気持ちのよい学校にし
ていく。また、教職員の気持ちのよい挨拶や対応
が保護者・地域にできるように努める。②｢さいとう
ぶんの日｣の授業公開、H・Pの情報発信を行い、
学校の状況を理解していただくような取組を推進
する。

①全教職員で保護者や地域からも信頼される
対応、環境整備をすることができた。②年７回
の「さいとうぶんの日」を設定し、通常の授業参
観に来られない保護者にも授業を公開すること
により、子どもたちの様子、教職員の指導など
を理解していただき、信頼される学校づくりにつ
ながった。

A 信頼される
学校づくり

①安全な教育環境・環境整備に努め、児童はもち
ろん、保護者、地域からも来校して気持ちよく、安
心できる学校にしていく。また、教職員の気持ちの
よい挨拶や対応が保護者・地域にできるように努
める。②｢さいとうぶんの日｣の授業公開、H・Pの情
報発信を行い、学校の状況を理解していただくよう
な取組を推進する。

①コロナ禍の中、ミライムなども活用し、効率的
に職員会議やケース会議などで共通理解を深
め、情報を共有していくことができた。SC、SSW
にも積極的に関わってもらった。②全職員が斎
藤分小学校スタンダードを基本に、同じスタン
スで児童指導にあたることができた。コーディ
ネーター便りも活用した。

A 児童指導

①SCやSSWも活用しながら職員会議や打ち合わ
せ、ケース会議などの場で子どもたちの状況を確
認し、情報を共有をするとともに、指導の方向性や
外部機関との連携について協議するようにする。
②斎藤分小学校スタンダードを基本に、どの教職
員も同じスタンスで児童指導にあたれるように共
通理解をしていく。

①児童理解研修を活用し全職員で児童の実態
を共有し、全学年を見ていくことができ、ＳＣ、Ｓ
ＳＷからの情報を担任、いじめ防止委員会で共
有した。また、必要に応じてケース会議やいじ
め防止委員会にＳＣ、ＳＳＷにも参加してもらっ
た。②職員会議と学経の会議を通し、スタン
ダードの活用や見直しを行った。

A児童指導

①職員会議や打ち合わせ、ケース会議などの場で
子どもたちの状況を確認し、情報を共有をするとと
もに、指導の方向性や外部機関との連携について
協議するようにする。②斎藤分小学校スタンダード
を基本に、どの教職員も同じスタンスで児童指導
にあたれるように共通理解をしていく。

①職員会議やケース会議などで共通理解を深
め、情報を共有していくことができた。引き続
き、連携を密にして指導の方向性を協議してい
く。②全職員が斎藤分小学校スタンダードを基
本に、同じスタンスで児童指導にあたることが
できた。今後も挨拶運動に力をいれて取り組ん
でいく。

A 児童指導

①職員会議や打ち合わせ、ケース会議などの場で
子どもたちの状況を確認し、情報を共有をするとと
もに、指導の方向性や外部機関との連携について
協議するようにする。②斎藤分小学校スタンダード
を基本に、どの教職員も同じスタンスで児童指導
にあたれるように共通理解をしていく。

①職員会議での情報交換を通して、児童の理
解を深め、少人数や個別学習の指導など児童
の実態に応じて進めることができた。②今年度
は、スクールカウンセラーやソーシャルスクー
ルワーカーと連携し、児童支援へのアドバイス
を受け、支援・指導の工夫に生かした。

A 特別支援
教育

①一人ひとりの子どもの実態を把握し、少人数指
導や特別支援教室なども効果的に取り入れ、個の
特性に応じたきめ細やかな指導ができるようにす
る。②保護者の考えを聞きながら、学校カウンセ
ラー、SSW、療育センター、関係機関などと連携を
し、支援の在り方を絶えず改善するように努める。

①校内研修や情報交換を通して、児童の理解
を深め、少人数や個別学習の指導など児童の
実態に応じて進めることができた。②東部療育
センターやスクールカウンセラー、スクールソー
シャルワーカーと連携し、児童支援へのアドバ
イスを受け、支援・指導の工夫に生かした。

A特別支援
教育

①一人ひとりの子どもの実態を把握し、少人数指
導や特別支援教室なども効果的に取り入れ、個の
特性に応じたきめ細やかな指導ができるようにす
る。②保護者の考えを聞きながら、学校カウンセ
ラー、療育センター、関係機関などと連携をし、支
援の在り方を絶えず改善するように努める。

①校内研修や情報交換を通して、児童の理解
をより広げたり、深めたりし、少人数や個別学
習の指導など児童の実態に応じて進めること
ができた。②地域療育センター、通級指導教室
など外部からのアドバイスを受け、支援・指導
の工夫に生かした。

A 特別支援
教育

①一人ひとりの子どもの実態を把握し、少人数指
導や特別支援教室なども効果的に取り入れ、個の
特性に応じたきめ細やかな指導ができるようにす
る。②保護者の考えを聞きながら、学校カウンセ
ラー、療育センター、関係機関などと連携をし、支
援の在り方を絶えず改善するように努める。

①計画通り実施し、多くの児童が楽しく運動す
る姿が見られた。ペース走は、昨年度の反省を
生かし、安全に配慮した。②研修を２回実施し、
職員の指導力向上、安全への意識を高めた。
③コロナ禍のため、クラス遊びの推進、体力テ
ストをもとにした活動、スポーツ大会などは実施
できなかった。

B 健やかな体

①体育朝会（ラジオ体操、リズムジャンプ、ペース
走など）や体育集会（斎藤分ストレッチ・長縄など）
の実施。内容によって外部との連携も。②体育実
技・安全研修を行い、授業力向上を目指す。③クラ
ス遊びを推進、体力テストの結果をもとに児童が
日常的に遊べる遊具の設置。④安全に配慮した
休み時間等の遊びの実施。

①コロナ禍で活動制限のある中、概ね計画通
り実施した。来年度は、体力テストの結果に基
づいた運動を実施していく。②研修を複数回実
施し、職員の指導力向上、安全への意識を高
めた。③クラス遊びの推進、日常的に遊べる遊
具の設置は難しかった。④見守りや遊ぶ範囲
を学年で分け、安全に配慮できた。

B健やかな体

①年間を通して、体育朝会（ラジオ体操、ペース走
など）や体育集会（長縄跳びなど）を実施する。②
体育部や体育委員会から、外遊びに関する呼び
かけを行うとともに、養護教諭による保健指導、衛
生指導などを併せて行い、心身ともに健やかな児
童の育成を図る。

①体育朝会（ラジオ体操・リズムジャンプ・ペー
ス走）や体育集会（斎藤分ストレッチ・長縄）を、
年間を通して実施できた。外部との連携で児童
の意欲が高まった。②クラス遊び計画表を配布
したり、呼びかけをしたりし、外遊びを推進し
た。、今後、養護教諭による歯みがき指導など
もしていきたい。

B 健やかな体

①体育朝会（ラジオ体操、リズムジャンプ、ペース
走など）や体育集会（斎藤分ストレッチ・長縄など）
を実施する。②体育実技・安全研修を数回行い、
体育科の授業力向上を目指す。③クラス遊びを推
進するとともに、体力テストの結果をもとに児童が
日常的に遊べる遊具の設置やスポーツ大会等の
企画をする。

①後期はあいさつ運動を行い、振り返りカード
などを通して、よりよい姿を認識することができ
た。また、横浜プログラムなどを活用し、全校で
SSTに取り組むことができた。②コロナ禍のた
め、異学年交流は難しかったが、限られた時間
内でのふれあい中休みや個別級と一般級との
交流を実施することができた。

B 豊かな心

①子どもからの自発的な取組を通して、学校や地
域で、気持ちのよい挨拶が進んでできるようにしす
る。また、ＳＳＴの視点を取り入れた指導を積み重
ね、思いやりのある心、自他を大切にする態度を
育てる。②異学年交流を大切にし、ペア学年や個
別級と一般級との交流を計画的に行う。

①生活目標の中にあいさつをすることを目標に
している。後期は委員会提案のあいさつ運動を
行い、振り返りカードを通して、自分の姿を認識
することができた。また、全校でSSTに取り組む
ことができた。②コロナ禍のため、異学年交流
は難しかったが、ふれあい中休み・個別級と一
般級との交流を実施することができた。

B豊かな心

①学校や地域で、自ら進んで 気持ちのよい挨拶
ができるようにしていく。また、SSTの視点を取り入
れた指導を積み重ねることで、思いやりの心を育
み、自他を大切にしていこうとする態度を育てる。
②年間を通した異学年交流を行い、ねらいを明確
にした遠足や丘リンピックなど縦割りでの活動を行
う。

①後期は、子どもの企画であいさつ運動を行う
ことができた。ただ、気持ちのよいあいさつは、
どの学年も定着が難しかった。②丘フェスなど
の行事を通して、ブロックでの学年交流ができ
た。他の場面でも、ペア学年との交流や個別級
と一般級との交流をしていくことが課題である。

B 豊かな心

①子どもからの自発的な取組を通して、学校や地
域で、気持ちのよい挨拶ができるようにしていく。
また、ＳＳＴの視点を取り入れた指導を積み重ね、
思いやりのある心、自他を大切にしていこうとする
態度を育てる。②年間を通して異学年交流を行う。
また、ペア学年や個別級と一般級との交流も計画
的に行う。

①学習マーク、ノート指導、学習計画、１時間の
学習の流れなど、ユニバーサルデザインを意
識した授業の進め方を共有でき、子どもも安心
して授業に取り組める。②今年度は、コロナ対
応のため、対話的な学びは難しかった。学習内
容を精選して、履修内容をもれなく取り組むこと
ができた。

B 確かな学力

①学習マークやミニ黒板などを活用し、ユニバー
サルデザインの授業を行い、基礎・基本を定着で
きるようにする。ＩＣＴ機器を活用して、効率的に学
習を進める。②資質・能力を高めるための指導と
評価の一体化を図りながら授業づくり・改善を行っ
ていく。書いて考えを見せるなどの活動を取り入れ
て、主体的・対話的な学びを推進する。

①学習マーク、ノート指導など、ユニバーサル
デザインを意識した授業の進め方を共有でき
た。各学年、子どもの実態に応じてタブレット端
末を活用し効率的に学習を進められた。②授
業研究会を行い、資質能力を高めるための授
業づくりについて考え、授業改善に努めた。

B確かな学力

①これまで本校で大切にしてきた授業のユニバー
サルデザインをもとにしながら、分かりやすく、楽し
い授業を行い、基礎・基本をしっかり定着できるよ
うにする。②新指導要領の趣旨をふまえ、子ども
が主体的・対話的な深い学び、教科横断的な学び
ができるように、単元の工夫や授業改善に努め
る。

①学習マーク、ノート指導、学習計画、１時間の
学習の流れなど、ユニバーサルデザインを意
識した授業の進め方を共有できた。どのクラス
も同じように授業ができる雰囲気がある。②昨
年度より重点研究で取り組み、授業改善に努
めてきた。今後も授業改善の取組は継続して
いきたい。

B 確かな学力

①学習マークやデジタルタイマー、ミニ黒板などを
活用し、ユニバーサルデザインの授業を行い、ど
の子も基礎・基本をしっかり定着できるようにす
る。②「じっくり考え、高め合い、次につなげる確か
な学び」の充実に向け、資質・能力を高めるための
指導と評価の一体化を図りながら授業づくり・改善
を行っていく。
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